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有事に備え、特定家畜伝染病防疫演習を実施 

 

特定家畜伝染病の発生時に迅速な防疫対応がとれるよう、東近江現地対策本部を構成する

土木事務所、健康福祉事務所、農業農村振興事務所およびその他県機関に加えて管内市町農

政主務課を対象に、１１月１２日に特定家畜伝染病防疫演習を実施しました。 

 

高病原性鳥インフルエンザは昨シーズンに全国で大流行し、当地域においても、農場での発

生こそ無かったものの、10月には長浜市、１１月には草津市で野鳥の高病原性鳥インフルエン

ザ疑い事例の発生がありました 。今年度も渡り鳥等を通じて国内にウイルスが侵入するリスク

が極めて高いと考えられます。また、豚熱は平成３０年の岐阜県での発生以来、現在も発生が

継続しており、当地域においても平成３１年２月、令和３年１０月に防疫措置を実施しています。 

今回、特定家畜伝染病の発生時に迅速な防疫対応が取れるよう、家畜防疫に関する理解を

深めるとともに、発生時の連絡体制を確認し、関係機関等との連携強化を図ることを目的とし

た机上演習を実施しました。 

演習では、想定タイムスケジュールに沿った、概ね通報から防疫措置完了までの机上演習と

して①班・係、市町の業務内容や役割の確認、②連絡の流れや内容の確認について、当課職員

が資料およびスライドを使って説明しました。 

この演習により特定家畜伝染病発生時に迅速な防疫対応が取れるよう、関係職員の理解の

向上と、関係機関等の連携強化を図ることができました。今後も有事に備えた体制の強化を進

めていきます。 
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